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会場名 開催方法

中庭 現地

第1会場
（大講義室）

現地
オンデマンド

第2会場
（中講義室）

現地
オンデマンド

第3会場
（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝ

ｽﾞ）

現地

第4会場
（201）

現地

第5会場
（202）

現地

第6会場
(208)

現地

第7‐1会場
（209）

現地

第7ー２会場
（211）

現地

第7‐3会場
（交流ラウン

ジ）
現地

第8‐1会場
（214）

現地

第8‐2会場
（215）

現地

第8‐３会場
（216）

現地

第9‐1会場
（東ﾗｳﾝｼﾞ）

現地

第9‐2会場
（食堂）

現地

第9‐３会場
（西ﾗｳﾝｼﾞ）

現地

8:00 9:00 10:00 　　　　　　11:00
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会場名 開催方法

中庭 現地

第1会場
（大講義室）

現地
オンデマンド

第2会場
（中講義室）

現地
オンデマンド

第3会場
（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝ

ｽﾞ）

現地

第4会場
（201）

現地

第5会場
（202）

現地

第6会場
(208)

現地

第7‐1会場
（209）

現地

第7ー２会場
（211）

現地

第7‐3会場
（交流ラウン

ジ）
現地

第8‐1会場
（214）

現地

第8‐2会場
（215）

現地

第8‐３会場
（216）

現地

第9‐1会場
（東ﾗｳﾝｼﾞ）

現地

第9‐2会場
（食堂）

現地

第9‐３会場
（西ﾗｳﾝｼﾞ）

現地

8:00 9:00 10:00 　　　　　　11:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

会場名 開催方法

中庭 現地

第1会場
（大講義室）

現地
オンデマンド

第2会場
（中講義室）

現地
オンデマンド

第3会場
（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝ

ｽﾞ）

現地

第4会場
（201）

現地

第5会場
（202）

現地

第6会場
(208)

現地

第7‐1会場
（209）

現地

第7ー２会場
（211）

現地

第7‐3会場
（交流ラウン

ジ）
現地

第8‐1会場
（214）

現地

第8‐2会場
（215）

現地

第8‐３会場
（216）

現地

第9‐1会場
（東ﾗｳﾝｼﾞ）

現地

第9‐2会場
（食堂）

現地

第9‐３会場
（西ﾗｳﾝｼﾞ）

現地

8:00 9:00 10:00 　　　　　　11:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00
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会場名 開催方法

中庭 現地

第1会場
（大講義室）

現地
オンデマンド

第2会場
（中講義室）

現地
オンデマンド

第3会場
（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ）

現地

第4会場
（201）

現地

第5会場
（202）

現地

第6会場
(208)

現地

第7‐1会場
（209）

現地

第7ー２会場
（211）

現地

第7‐3会場
（交流ラウンジ）

現地

第8‐1会場
（214）

現地

第8‐2会場
（215）

現地

第8‐３会場
（216）

現地

第9‐1会場
（東ﾗｳﾝｼﾞ）

現地

第9‐2会場
（食堂）

現地

第9‐３会場
（西ﾗｳﾝｼﾞ）

現地

8:00 9:00 10:00 　　　　　　11:00
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11:00 12:00 14:00 15:0013:00

11：00～12：00
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パネルディスカッション６

診療看護師（NP）が行う超音波検査の利点とエビデンスの構築

：質の高い医療提供と診療看護師（NP）の役割拡大に向けて

座長：藤谷 茂樹   （聖マリアンナ医科大学救急医学主任 教授）

演者：柳谷 和明   （青森県立中央病院 診療看護師（NP））

　　　斉藤 岳史   （株式会社 AGRI CARE 診療看護師(NP））

　　　近藤 信吾   （大阪医療センター チーム医療推進室 診療看護師(NP））

　　　関口奈津子 （帝京大学医療技術学部 帝京大学大学院医療技術学研究科 診療看護師(NP））

　　　筑井菜々子 （地域医療振興協会 JADECOMアカデミー NP・NDC研修センター 

　　　　　　　　　　　                                東京ベイ浦安市川医療センター 診療看護師(NP））

　今回の企画は、「客観的評価指標」　「エビデンスの創出」をテーマとした。日常的に超音波を使用して

いる登壇者より、多様な角度からこれらのテーマについて掘り下げていきたい。現状の問題点として、1

点目は、評価の指標軸が無いということである。もう1つは、客観的評価指標の策定にあたり、多施設臨

床研究を行う体制が不足しているということである。持続可能性を踏まえこれらの議論を行い形にする

ことが目的である。

ディスカッサント：井手上 龍児（聖マリアンナ医科大学病院 診療看護師技術部 診療看護師(NP））
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柳谷   和明
ĿıâƯŢ¡Ƅ�

『集中治療室における診療看護師（NP）による

Point-of-Care超音波（POCUS）の活用事例とその効

果』

　集中治療室（ICU）では、重症患者の循環動態を正

確に把握することが極めて重要であり、その評価手段

として長らく肺動脈カテーテル（PAC）がゴールドス

タンダードとされてきた。しかしPACは侵襲性が高

く、感染や合併症のリスクもあるため、近年では非侵

襲的なPoint-of-Care Ultrasound（POCUS）を用い

た評価への関心が高まっている。特に心機能や容量評

価 を 中 心 と し た FoCUS （ Focused Cardiac

Ultrasound）は、簡便かつ迅速に実施できるため、

臨床現場で広く活用されている。多くの施設では

Open ICUが主体であり、集中治療専門医ではなく各

診療科がICU管理を担っていることも少なくない。そ

のような現場において、診療看護師（NP）は医師の

診療補助としてFoCUSを活用し、血行動態評価に積

極的に関与している。しかし、FoCUSのみでは右心

機能や肺動脈圧の推定など、PACが提供していたより

詳細かつ定量的な循環動態把握には限界がある。今

後はNPがFoCUSを超えた、より高度なエコー技術を

用いて非侵襲的に血行動態を把握しうることが期待さ

れている。また、NPを含む特定行為研修修了者のエ

コースキル育成を担う体制の確立も急務であり、NP

自身が指導者としての役割を担う必要がある。本セッ

ションでは、ICUにおいてNPに求められるエコース

キルの水準や、FoCUSを超えた評価の実践方法、さ

らに教育・指導体制のあり方について、今後の展望を

ディスカッションしたい。

2011年 看護師資±ē得後、主にICU看護師を経ä

201�年 東ƕƋ化学 大学大学院を修了、

　　　  Ŀıâ立中¡病院心ō血管®科へ入ĭ

現在にĄる

【略歴】

ŀů0´þ
·ċ¬Đ AGRI CARE

『プライマリケア・在宅医療における診療看護師に

よる超音波検査の役割と患者中心のケアへの貢献』

　わが国の高齢化社会の進展と、医療資源の限られ

た地域における医療ニーズの多様化により、プライマ

リケアおよび在宅医療の現場では質の高いケアの提

供と効率的な診断技術が求められています。その中

で、診療看護師（Nurse Practitioner: NP）が超音波

検査を活用することは、患者中心の医療を推進する有

効な手段として注目を集めています。

　プライマリケアや在宅医療の分野では、慢性疾患管

理、急性疾患の初期対応、生活習慣病予防、終末期

ケアなど、幅広い役割を担っています。

　プライマリケアでは、患者が最初に接する医療提供

者は、幅広い疾患に対応する必要があります。在宅医

療の現場では、患者の移動が困難であったり、医療資

源が限られており、診療看護師が超音波検査を活用す

ることで、迅速な初期診断(腹痛、呼吸困難、浮腫な

ど、原因が多岐にわたる症状に対する一次診断)とし

て超音波検査を行うことで重篤な疾患の早期発見が

可能になり、病診連携の強化(専門医療機関への迅速

な紹介やフォローアップの根拠となる情報を提供)に

も繋げることができます。

　また、在宅医療においては、患者個人の価値観や

生活背景に配慮しながら、その人らしい生活の実現

をサポートする患者中心のケアが求められます。診療

看護師による超音波検査の導入は、患者のそばで即

時に評価を行い、疑問や不安にその場で応答できる

ことで、患者・家族の安心感や信頼感が高まります。

また、患者とともに画像を見ながら説明し、治療・

ケアの選択肢を共有することで、患者自身が納得のい

く意思決定を行いやすくなります。地域や在宅という

制約のある環境でも、質の高い診断・モニタリングが

提供されることで、患者の医療へのアクセス向上につ

ながり、在宅療養中でも継続的に健康状態を把握で

き、患者が望む場所で最善のケアを受けることが可

能となります。

2016年 東京医療保健大学大学院看護学研究科卒業

2016年 JCHO東京城東病院総合診療科 看護部 

　　　  診療看護師(NP)

2018年 聖マリアンナ医科大学病院 診療看護部 

　　　  循環器内科CCU 診療看護師(NP)

2024年 医療法人AGRIE 経営企画室 マネージャー

【略歴】
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パネルディスカッション７
診療看護師（NP）に求められる実装研究の視点 
　　　　　−DNPコースにおける研究・教育の最前線−

ïơ   ĘƎ
�Ŋ¡¯ń¼ń¼¦看護¼研究¯

　Doctor of Nursing Practice（DNP）は，高度実践看

護者として看護実践の質向上・変革を探究し，実装的研

究を推進するために必要な能力を培う博士課程である。

DNP（看護実践博士）は諸外国を中心にPhD（看護学

博士）と共に教育が行われており，近年日本でもその必

要性と意義が注目されつつある。愛知医科大学大学院看

護学研究科では，2025年に PhDとDNPを同時開設し，

看護学教育において学術研究と臨床実践の両面を支援す

ることを目指している。

　臨床現場では，エビデンスがある治療やケアであって

も様々な要因で実践されていない現実があり，理想の実

践との間にギャップが生じていることがある。このエビ

デンス・プラクティス・ギャップに対処し，エビデンス

に基づく介入（EBI）の実装を科学的に行うものが実装

研究である。

　DNPコースの科目では，実装研究に基づくプロジェク

トのための基礎的知識を学ぶ。「看護科学哲学」では看

護学の学問的基盤を学び，探究する課題がいかなる学問

的位置づけにあるかを考える。「看護研究方法論」で

は，探究する概念を明確にするための概念分析，エビデ

ンス吟味のためのシステマティック・レビュー，アウト

カム評価を行うための量的・質的研究方法を学ぶ。

「DNP特論Ⅰ（組織論）」「DNP特論Ⅱ（政策論）」では

プロジェクトに関わる組織分析，政策論的探究を行う。

そして，「DNP演習」「DNPプロジェクト研究」では，

現場の問題を特定し，具体的に実装するEBIの検討と現

場分析に基づいたプロジェクト計画を立案し，多職種と

協働したプロジェクトの実施とアウトカム評価を行って

いく。

　高度実践看護のコアコンピテンシーの一つが「エビデ

ンスに基づく実践」である。診療看護師（NP)にとって

実装研究は，よりよい看護実践を促進するために必要な

研究方法である。

愛知医科大学Ŵ院，愛知医科大学看護学ŶÒƃ

愛知医科大学大学院看護学研究科看護学Ĳæ基礎看

護学分Ɖ理論看護学ƚ¢ĐƖ

愛知医科大学大学院看護学研究科看護学Ĳæ実践看

護学分ƉÉ性・ēę¿者看護学ƚ¢高度実践看護師

（看護師特定能力ŧĚ@ď術ÇA）コースĐƖ

ùŗªĂ大学大学院看護学研究科看護学Ĳæ博士á

Ç課程基盤看護学分Ɖ理論看護学ƚ¢ĐƖ

FƕƝG
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DNPŶƈのÁ理にDNPは必要か;H臨床実践の®ÿ«

とðáのĳƕに向けてHE

　高度な臨床実践がÊめqれる診療看護師（NP）は7

医療現場において�ーム医療の中¸をňい7医師や看護

師7コ�ディカ�ス�ッ�と協働して�ķかつ質の高い

ケアのŒÌにÆƌしている。近年7診療看護師（NP）

のš入が進lなかで7診療看護師（NP）が°たしてい

る臨床的・教育的ëÜがĒ分に®ÿ«されていない現ĝ

がある。Ŝ院ではNPŶƈをŤ立して設置し7現場のŸ

÷性に対©しながq7実践の質ŻĚ7ĥô育Ī7Ñƃ評

価と®ÿ«7多職種ƞÖ7政策的Ĭí性なc7NPŶƈ

のÁ理にはŷåいÿřとĲƈ的知ÞがÊめqれている。

kた7その¾şを組織的に支え7ăľ®能な実践体Ĩを

çŌすることもē要な課題である。

　こうしたū×において7DNPjのÇłは高い。DNP

は7臨床知にñVした課題´Ú能力をƋし7実装科学や

�I（�ua&it0 I'*ro/e'ent）のč法を¾Əし7エビデ

ンスと臨床実践のƠƒをƁめるƊ½をňう。DNPがNP

Ŷƈに関ƌすることで72つのã°がÇłされる。�つ目

は7臨床現場でŢqれた知Þを高度実践看護師である診

療看護師（NP）の看護実践としてĪ°を®ÿ«するこ

とが®能となる。2つ目は7そのĪ°をもとに7組織の

政策的ĳƕjとůŘさZ7組織において診療看護師

（NP）のƋã性をĆす基盤をĬえるāがでQる。医療

ĀßのŕĭŬ分7アウトカム分析7教育評価体ĨのçŌ

なcにおいても7DNPの知Þとス}�はŵ®Ùである。

Ŝ院にはDNPをƋするĥôはいないが7ðáのDNPの

¾ƏをÿƉにいれ7NPŶƈÁ理者の立場かq7DNPの

臨床でのƊ½について多º的に考öする。kた7DNP

コースにおける実装研究の意義を7診療看護師（NP）

の臨床Ř開・Ĳƈ職のćƓ性Ï«のÂřかq考öし7ø

­者とともにðáのDNP¾Əの®能性をŘžしたい

200�年 Ļí上ŰŚŅ一Ŵ院

2005年 愛知医科大学Ŵ院

200	年 愛知医科大学看護学研究科 

          įĢ看護学ƚ¢ ĐƖ

20�5年 愛知医科大学看護学研究科 NPコース ĐƖ

          診療看護師�NP)ČŢ

2020年 愛知医科大学大学院医学研究科 

          ƀħ科学êò Ň位ČŢŃ学

2022年 愛知医科大学大学院医学研究科医学博士ČŢ        

          NPŶ師ŏ   

2025年 現職

FƕƝG
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ランチョンセミナー１

オーストラリア IVナースによる
　Midline導入10年の経緯と臨床現場における工夫について

【オーストラリア IVナースによるMidline導入10年の経緯と臨床現場における工夫について】
  オーストラリアのIVナースであるレベッカ・ハードマン氏が、Midline カテーテルと末梢アクセスデバ
イスについて以下のテーマで解説する。
【現在の臨床現場における末梢アクセスデバイスの明確な定義と、その製品の応用について】
　私は、真のMidlineカテーテルを定義し、Vessel Health and Preservation(血管の健康と保全)を前提
としたデバイス選択、血管径に対するカテーテル占有率、適切な穿刺位置について述べる。またMidline
カテーテルを臨床現場において10年以上前から導入したオーストラリアの臨床的工夫によって患者様の前
向きな転帰を促し、カテーテル治療のベストプラクティスにどう反映させるかについて説明する。

Rebecca Hardman
　Teleflex Medical AustraliaClinical Manager - Vascular Access

〇 

2020-2025年　 Teleflex Medical Australia　Clinical Manager - Vascular Access
2015-2019年　 VASCULAR ACCESS SPECIALIST
　　　　　　　 JOONDALUP HEALTH CAMPUS
　　　役割：血管アクセスデバイスの挿入。
　　　　・公立病院と民間病院のスタッフ（救急科、集中治療室、麻酔科を含む）に対する教育支援
　　　　・中心静脈アクセスデバイス（CVAD）に関するすべての教育促進
　　　　・CVADに関する専門的な助言とトラブルシューティングの指導
2011-2014年　 CLINICAL NURSE SPECIALIST ONCOLOGY
　　　　　　　 /HAEMATOLOGY OUTPATIENT DEPARTMENT　ST GEORGE HOSPITAL

【略歴】

共催：テレフレックスメディカルジャパン株式会社
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ランチョンセミナー２

医療×AIの”今”が分かる！　事例と展望スペシャルトーク

　近年、医療分野におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）が加速度的に進展し、人工知能
（AI）技術の活用が現場レベルで現実のものとなりつつあります。本セミナー「医療×AIの”今”が分か
る！　事例と展望スペシャルトーク」では、公立邑智病院副院長・日高氏を座長とし、医師目線、シス
テム導入業者目線での意見交換を通じ、医療現場におけるAI導入の最前線と今後の展望について議論し
ます。
　セミナー前半では、生成AIが実際に医療現場でどのように活用されているのか、現時点での活用事例
を具体的にご紹介します。
 医師の野間氏より、生成AIの活用事例や活用におけるポイント、具体的な特色や導入の決め手に利用で
きる特徴をご説明いただきます。
 また、NECの生成AIを具体的例として取り上げ、同社技術担当者からは、AI技術の最新動向や医療現
場に適用する際の工夫・課題について、専門的な視点で解説します。看護師の方により具体的にイメージ
いただけるようにご説明します。
　後半では、これらの事例を踏まえ、今後AIが医療現場にもたらす可能性や課題、医療従事者とAIの協
働による新しい医療のかたちについて、対談を通じて未来を予報します。医療現場におけるDXの推進に
向けたポイントや、今後求められる人材像、地域医療への貢献についても議論を深めます。
　DXサービス・生成AI技術の発展は、医療現場の在り方そのものを大きく変えつつあり、医療従事者に
とっても新たな挑戦とチャンスが広がっています。本セミナーは、医療現場でのAI活用に関心のある
方、これから導入を検討している方、医療DXの未来を展望したい方にとって、有益な気づきとヒントを
提供する場となります。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

座長：日高　武英（邑智郡公立病院組合公立邑智病院 副院長)    
兼 総合調整室長・地域連携室長）  

〇 野間　充
   日本電気株式会社　医療ソリューション統括部　
愛垣 慎清
   日本電気株式会社　医療ソリューション統括部　

栢 真由
   日本電気株式会社　医療ソリューション統括部　

共催：株式会社サンネット/日本電気株式会社
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ランチョンセミナー３

酸塩基平衡の向こう側　〜血液ガス分析で探る臨床の深層〜

　血液ガス分析は酸塩基平衡や呼吸状態の評価に不可欠な検査であり、救急・集中治療から一般外来ま
で幅広い診療現場で日常的に用いられている。その基本的解析は pH、HCO₃⁻、PaCO₂ をもとに、病態
が代謝性か呼吸性か、代償が適切かを判断することにある。
　しかし、この検査の真価はその枠を超え、病態生理の把握や鑑別診断の絞り込み、さらには治療方針
の決定にまで直結する、多面的かつ実践的な情報を提供できる点にある。本セミナーでは、一般的な解
析プロセスを踏まえつつ、臨床的視点からさらに一歩踏み込んだ血液ガス活用法を解説する。
　具体的には、SaO₂ と SpO₂ の測定原理の差異と乖離時に想定される病態、CO-Hb・Met-Hb の臨床
的意義、アニオンギャップ低下をきたす疾患、A–aDO₂ を用いた換気・酸素化障害の鑑別などを症例と
ともに紹介する。また、乳酸の産生・代謝の生理学的背景を整理し、乳酸上昇のパターン別鑑別とその
病態理解が救急・集中治療領域での迅速かつ適切な意思決定にどのように結びつくかを示す。
　単なる数値の読み取りにとどまらず、血液ガス分析を「病態を物語として読み解くツール」として位置
づけ、その臨床応用の広がりと奥深さを共有したい。

田邊翔太
  日本赤十字社松江赤十字病院   救急部長/救命救急センター長

〇 

2008年　自治医科大学卒業
2010年　隠岐病院　内科
2014年　邑智病院　総合診療科
2016年　島根県立中央病院　救命救急科
2018年　聖マリアンナ医科大学　救急医学
2020年　松江赤十字病院　救急総合診療科　部長
2022年　松江赤十字病院　救急部長/救命救急センター長

【略歴】

　座長：坂本  壮（総合病院国保旭中央病院 救急救命科  医長）  
/救命救急センター医長）  
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Medical 
Education

クリティカルケア(外科手術後の離開創・開放創、SSI予

防）プライマリケア（難治性創傷）

どちらの専門の方でもお役立てできます。

共催：第11回日本NP学会学術集会／スミス・アンド・ネフュー株式会社©S＋N

日時：2025年10月25日（土）13:00 - 15:00
会場：第8-1会場

島根県立大学出雲キャンパス

講師：大槻憲次
スミス・アンド・ネフュー株式会社

マーケティング部クリニカルスペシャリストグループ

臨床で役に立つ！
局所陰圧閉鎖療法
＆水圧式デブリードマン

－機器のハンズオンで体験してみましょう！－

日本NP学会第11回学術集会
ハンズオンセミナー

13:00~13:40
安田 英人 先生

日 時

日本NP学会 第11回学術集会

2025年10月25日（土） 13:00~15:00
テルモ ミッドラインカテーテル ハンズオンセミナー

第8-2会場 島根県立大学 出雲キャンパス２号館2階ハンズオン会場２
〒693-8550 島根県出雲市西林木町151

参加費 無料（定員30名）
会場

基調
講演 演 者

ハンズオン
実技

個人情報の取り扱いについて
• ご記入いただいた個人情報は、日本NP学会第11回学術集会が取得し、共催のテルモ株式会社に提供致します。予めご了承の上、お申し込み下さい。
• テルモ株式会社は、下記の各社Webサイトに掲載している個人情報保護方針に従って、当該個人情報を取扱い、法令で認められる場合を除き、それ
ぞれの個人情報保護方針に記載の利用目的以外の用途に使用しません。

＜個人情報保護方針＞
テルモ株式会社 https://www.terumo.co.jp/privacy_policy

テルモ株式会社
個人情報保護方針

14:00~15:00

講 師

「テルモ ミッドラインカテーテル ハンズオン」

共催︓日本NP学会 第11回学術集会
テルモ株式会社

新里 祐太朗 先生講 師

酒井 博崇 先生講 師

阿部 麻里 先生講 師

松橋 詩織 先生講 師

自治医科大学付属さいたま医療センター
救急科 講師 救命救急センターEICU医長

安田 英人 先生 自治医科大学付属さいたま医療センター
救急科講師救命救急センターEICU医長

自治医科大学付属さいたま医療センター
救急科臨床助教

藤田医科大学保険衛生学部・看護学科
総合生命科学分野 准教授

次世代看護教育研究所研究・開発部主任研究員
東京大学医学部附属病院看護部ナースリサーチャー

JCHO東京高輪病院診療部循環器内科診療看護師

＊ご参加はNP資格を所有の方とさせていただきます。

情報提供 13:40~14:00 「ミッドラインカテーテル サーフローMidela」

https://www.konicaminolta.jp/healthcare/

［共催］  日本NP学会第11回学術集会 / コニカミノルタジャパン株式会社

ICU & ER  エコーハンズオンワークショップ

日本NP学会第11回学術集会

診療看護師
斉藤岳史先生  （医療法人 AGRIE GROUP 経営企画室マネージャー）

田邊翔太先生（松江赤十字病院  救急部）

ICU & ER のエコーハンズオンワークショップ

島根県立大学出雲キャンパス
島根県出雲市西林木町151  https://www.u-shimane.ac.jp/campus/izumo/access.html

2025年  10/25 （土）13:00~15:00［日程］
［会場］

講師

座長

内容
■定員：24名（見学可：16名当日先着順）　■対象：NP（学生は除く）

1） ICUコース：12名　
心臓超音波の基本的ビュー（左室長軸像、短軸像、心尖部長軸像、下大静脈など）を描出できる方とする。

2) ERコース    ：12名
初学者、未経験者も可能。急性期、プライマリ・ケア領域の方でも何ら問題はありません。

超音波診断装置

販売名：超音波診断装置 SONIMAGE MX1
認証番号：230ABBZX00010000

超音波診断装置

販売名：超音波診断装置 SONIMAGE MX1
認証番号：301ABBZX00053000

販売名：超音波診断装置 KUS330
認証番号：306ABBZX00014000

超音波診断装置 超音波診断装置

販売名：超音波診断装置 Aplio air CUS-AAR00  
認証番号：306ACBZX00021000

＊「SONIMAGE UX1」は、超音波診断装置KUS330の呼称です。　＊「MX1α」は、「超音波診断装置 SONIMAGE MX1」の呼称です。

ハンズオンワークショップ使用機種

■お申込み：学会HPより
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急性期外傷患者への初期対応に必要な基本スキルを学ぶ 
　・診療看護師(NP)に求められる整形外傷の初期安定化処置 
　・特に重要な「シーネ固定」の習得にフォーカス 
すべての現場で活かせるスキルを実践的に学習 
　・外来、救急、病棟における頻用手技 
　・適切な判断と確実な手技を身につける 
理論 × 実技のハンズオン形式で実施 
　・整形外傷に対する初期対応能力の向上を目的としたハンズオン 
　・実際の臨床に即したケースを想定した演習を実施

第11回日本NP学会学術集会ハンズオンセミナー

診療看護師(NP)に必要な 
整形外傷初期実践： 
シーネ固定の基礎と実践

外傷初期対応力を高めたい方、奮ってご参加ください！

帝京外傷センター帝京NP
帝京Instagramあります

2025年10月26日(日)  
9:30～11:00 
定員：16名 

※参加申し込みは学術集会ホームページよりお願いします

講師：松井健太郎(MD)、橋本真典(MD)、永谷創石(NP)、大津昌成(NP) 
帝京大学医学部附属病院外傷センター、帝京大学医学部整形外科学講座

主催：帝京大学医学部附属病院外傷センター 
協賛(資材提供)：日本シグマックス株式会社

出雲大社

75S-0049

人工呼吸器シミュレーターを用いて
最適な人工呼吸管理を考える

ハンズオンセミナー

共催：第11回日本NP学会学術集会／日本光電工業株式会社

島根県立大学出雲キャンパス

中島  幹男 先生　東京都立広尾病院 救命救急センター 部長・センター長　

趣旨
　本企画では人工呼吸器のシミュレーターアプリVenTrainerを用いて、病態別に適切な設定を
行えるようになることを目的とする。正常肺、COPD、ARDSなど代表的な症例を提示し、参加者
各自が人工呼吸器の設定とその評価を行う。病態、肺メカニクスを評価した上で必要な分時換気量
を考え、適切な1回換気量、呼吸回数を設定する。圧波形・流量波形、血液ガス分析により最適な設定
変更を目指す。

第11回日本NP学会学術集会
会　期：2025年 10月 25日（土）～ 26日（日）
会　場：島根県立大学出雲キャンパス
大会長：横山 淳美　島根県立大学看護栄養学部 診療看護師（NP）

 2025年10月26日（日）9：00～11：00

高野  裕也   様   　東京都立広尾病院 診療看護師（NP）　
川名 由美子   様   　東京都立広尾病院 診療看護師（NP）　

講　師

インストラクター

日 時

会 場

尾石  早織    様   　東京都立広尾病院 診療看護師（NP）　
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ワークショップセミナー

実例を通してSDHとPEPPAフレームワークを包括させた
NP/APNの役割開発を学ぶ

　NP/APNとしての役割開発はそれぞれの地域のニーズを分析把握から始まり、ロジックモデルの構築と
展開（実践と評価）の繰り返しの集積である。それにはSocial Determinants of Health　（健康に関わ
る社会的要因）の理解が欠かせず、これによりなぜNP/APNが必要とされているかを言語化することがで
きる。PEPPAフレームワークはAPN研究者、医療者、医療管理者、政策者らがAPNの役割開発、施行、
評価を行う為にカナダで開発され、現在は多くの国でAPN役割開発に使用されているツール(道具)の一
つである。演者の同名講義を在学中に受講した診療看護師（NP）の実例を通してSDHとPEPPAフレー
ムワークを包括させたNP/APNの役割開発を学ぶ。

野々内美加
　Calgary Opioid Dependency Clinic, Recovery Alberta, AB, CANADA.
　Family Nurse Practitioner, MN-NP

〇 

島根県出身。1990年国立岡山看護学校（当時）卒。国立岡山病院（当時）８年間勤務後渡加。
1999年近畿大学法学部法律学科卒。Registered Nurse として急性期内科、ホスピス緩和ケア、在宅看護を経験。
UBC MN-NP 修了し2014年FNPとなる。サブスペシャリティーは精神科系疾患、薬物依存医療、性転換医療。
薬物依存医療とプライマリーケアを地域で提供。

【略歴】

モーニングセミナー

出雲大社と出雲の神話

　出雲に鎮まるオオクニヌシ神は医療・医薬の起源にも深く関わっており、その住まいとして建てられた
のが出雲大社だと神話に語られています。かつての出雲大社高層神殿を支えた巨大柱の第一発見者(!)で
ある講師が、豊かな神話に彩られた古代出雲世界（の、ほんの入口）へ、ちょっこしご案内いたしま
す。出雲らしい朝食をとりながら、どうぞお気楽にお付き合いください。

松尾充晶
　島根県立古代出雲歴史博物館    学芸企画課長

〇 

　座長：岡安  誠子（島根県立大学看護栄養学部 教授）   
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